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学際的な科学分野で、化学、⽣物学、物理学すべてにそのルーツを持
つ超分⼦化学。第 2 版では、超分⼦化学と分⼦認識の基本原理を解説
し、実験的⼿法および理論的・計算化学的⼿法から、受容体超分⼦、
動的超分⼦機構、超分⼦エンジニアリング、超分⼦結晶、超分⼦セン
サー、超分⼦型造影剤、超分⼦デバイス、ナノテクノロジーにいたる
まで幅広く紹介。各章でとりあげる主題は、その分野の専⾨家によっ
てまとめられ、様々な学習のニーズに対応するため、基本原理から応
⽤例までが丁寧に解説されている。21 世紀において、ますます重要性
を増している学術領域であるナノメディシンやナノテクノロジー、そ
して医薬化学分野での応⽤についても着⽬し紹介。超分⼦化学につい
て、さらに知識を深めたい学⽣および⼤学院⽣のみならず、材料技術
およびグリーンケミストリーを専⾨とする研究者にも最適な書。 
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 超分⼦化学は 20 世紀の後半に、物理化学、有機化学および⽣化学の境界領域から⽣まれた新しい学問領域である。超分⼦
化学の誕⽣に貢献しそのコンセプトを確⽴した功績	(Development	and	Use	of	Molecules	with	Structure-specific	Interactions	of	High	
Selectivity)	により、1987 年に Charles	Pedersen,	Jean	Marie	Lehn,	Donald	Cram の 3 ⽒がノーベル化学賞を受賞した。
Comprehensive	Supramolecular	Chemistry の第 1 版は、その Lehn 教授を編集⻑として編集され 1996 年に出版されたが、これは
ノーベル賞の研究に代表される⾔わば第⼀期の超分⼦化学の粋を網羅したレファレンスであり、この分野の研究には⽋かせ
ない情報源であった。しかし、その後もこの分野は⽬覚ましく発展しており、なかでもその特⻑を反映してナノテクノロジ
ーや医療関連分野など他の学問分野との境界領域において新たな展開が始まったことは特筆すべきである。2016 年に Jean-
Pierre	Sauvage,	J.	Fraser	Stoddart,	Bernard	L.	Feringa の 3 ⽒が分⼦機械の創出の功績	(Design	and	Synthesis	of	Molecular	Machines)	に
対してノーベル化学賞を受賞したことは、これを端的に表している。上記の背景のもとに、本年 Comprehensive	
Supramolecular	Chemistry の第 2 版が、第 1 版でも編集委員を務めた Jerry	L.	Atwood 教授を編集⻑として、多様な専⾨分野の執
筆者の貢献により出版されたことは、まことにタイムリーなできごとである。	
 第 2 版では、まず第 1 版以降の約 20 年間に新たに創出されたホスト分⼦が加えられるとともに、すでに⼀般的になったホ
スト分⼦を含め、錯形成現象の基礎と新たな展開が網羅されている。錯形成の場としては溶液中や結晶（クリスタルエンジ
ニアリング）にとどまらず、表⾯、界⾯、細胞といった様々な場が含まれている。さらに、超分⼦化学に新たな局⾯をもた
らした、⽣体関連物質に対する特異的な⼈⼯レセプターの開発や、⽣体系における超分⼦相互作⽤に基づく機能の発現、さ
らには医療や医薬品科学と関連する研究について多くの内容が含まれており、この領域の活発な現状を把握することができ
る。その背景にある先端的な分析法、解析法を解説した章もいくつか含まれており、これらは研究現場で役⽴つだろう。こ
のほか、医療の分野でますます必要性が⾼まっているイメージング技術、実装段階に⼊った MOF に代表される微細多孔性構
造体の化学、さらには分⼦機械、炭素材料、エレクトロニクスやスピントロニクスに関わるナノテクノロジー関連分野な
ど、さらなる発展が期待される研究成果も網羅されている。	
 以上のように、Comprehensive	Supramolecular	Chemistry 第 2 版は、超分⼦化学の現在を知るとともに将来の研究のヒントを
得るためにも必須の書であり、超分⼦化学の専⾨家だけでなく化学全般、さらには⽣物学、医学、薬学、⼯学にわたる多く
の分野の研究者にとっても貴重な情報源である。電⼦化されて使い勝⼿もよい。第 1 版同様、研究機関に⼀つは是⾮備えて
おきたいレファレンスだ。	
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